
建設環境工学科                                      平成２８年度 

科 目 名 
建設環境工学設計製図Ⅰ 

Civil Engineering Design and DraftⅠ 
担当教員 林 和彦 

学  年 4年 学  期 通年 履修条件 必修 単位数 2 

分  野 専門 授業形式 実習 科目番号 16134025 単位区分 履修単位 

学習目標 

・鉄筋コンクリート橋および鋼橋の設計の考え方を理解する。 

・鉄筋コンクリート橋および鋼橋の一連の設計計算書を自力で作成できる。 

・設計計算書（式・計算だけでなく，図や文章による表現）の作成法を修得する。 

進 め 方 

 設計の考え方や設計法・設計手順等について，検討項目ごとの最初の時間に設計内容のポイント

を説明する。項目毎の設計計算が完了した段階で逐次設計書を提出し，確認を受ける。誤りのある

場合は修正し再提出する。 

 理解の定着度を高めるために，各テーマにつき1回の試験を実施する。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

１．鉄筋コンクリート橋の設計(20) 

(1) 橋梁の設計法 

(2) 鉄筋コンクリート橋の設計 

・ 橋梁の設計法について，説明できる。 

・ コンクリート部材の設計計算を通じて，コン

クリート構造の設計法（部材高の決定、鉄筋

配置・鉄筋径の決定）を身に付ける。 

・ 簡単な鉄筋コンクリート橋について，設計計

算書が作成できる。 

(B-2, C-1, C-2) 

前期末試験  

２．鋼橋の設計(40) 

(1) 床版の設計 

(2) 床組の設計 

(3) 主構造の設計 

(4) 横構の設計 

・ 鋼橋の設計の考え方が説明できる。 

・ 床版，床組，主構造，横構について，その役

割を理解し，適切な経済設計ができる。 

・ 簡単な鋼橋について，設計計算書が作成でき

る。 

(B-2, C-1, C-2)  

後期末試験  

試験返却(1)  

評価方法 

・全体に対するテーマ１，２の重みはそれぞれ40%，60%として評価する。 

・各テーマのうち，設計計算書の作成を60%，試験を40%として評価する。 

・テーマ１，２の設計計算書のいずれか一方でも提出されない場合は0点とする。 

履修要件 特になし 

関連科目 
建設材料学(3 年)→構造力学Ⅰ・Ⅱ（3・4 年），建設構造設計学(4 年)→建設環境工学設計製図Ⅰ(4

年)→建設環境工学設計製図Ⅱ(5年) 

教  材 

宇治：実例で学ぶ 鉄筋コンクリート構造物の設計・製図，コロナ社(ISBN 978-4-339-05241-1) 

二羽：コンクリート構造の基礎，数理工学社 (ISBN 978-4-901683-33-0) 

鎌田・松浦：鋼構造・橋梁工学，第2版，森北出版 (ISBM 978-4-627-40612-4) 

その他適宜プリントを配布する。 

備  考 
関数電卓を使用する。配付資料が多数あるため，各自適切にファイリングし，すぐに参照できるよ

うにしておくこと。 


